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宮城舞台技術者協会 

 

平成 3年度 活動企画提案書 

舞台美術部会 取り纏めプラン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

 
 
曖昧な知識で認識されている「舞台美術・照明・音響」をもっと身近に感じてもらうために 
専門技術者による舞台造作・照明仕込み・音響仕込みを「見て、実作業を体験する」を実践。 
おぼろげな「舞台美術・照明・音響」のその仕組や意味、そして技術を体感していただく事を
企画趣旨とします。 
開催タイトルを「Meet The Stage～舞台の裏方を知ろう！～」と銘打ち3～4ヶ月に 1回開催
の不定期開催形式。 
参加対象者は県内・市内在住の高校生・専門学校生、また演劇やダンス部(愛好会含む)などに
所属する生徒・顧問、並びに活動の発表の場を必要としている団体とし、当協会のルートまた
は各種の関係機関を駆使し、告知案内を実施して参加者を集います。 
当協会の存在意義を認識していただくためにも、広く深く展開できればと考えます。 
 
 
 
 
 
 
1/高校・大学・専門学校などの敷地または体育館を利用し仮設ステージをコンパクトにまとめ
キャラヴァン的に実践。 
 ・参加者は学校単位となるため、教育委員会や学校ぐるみの情報発信で比較的、案内紹介が
スムーズに展開できる。 

 ・協力いただける学校の特性により参加対象者を絞った展開が可能。 

 ・会場の提供や情報発信などに煩わしい手間が発生せず、開催費用は膨大にならない。 
 ・コロナ感染防止対策が容易に対応できる。 
 
 
2/学祭などのステージ開催や自治体などが開催するイベントにおける準備一式を当協会が 
無料にて請負、参加者に実践の機会を与える。 
条件として、協会の趣旨を理解いただき実施会場と実作業時間を提供していただきタイアッ
プで展開していく。 
・実際に正式案件として受注する会社もあり、混乱を招くリスクが発生する可能性がある。 

・開催時期がフィックスとなるため、当協会実行メンバーが参加可能か不明。 

・タイアップ開催条件としては仕込みと撤去の2日間となるため、参加者の負担に懸念。 

・会場の提供や情報発信などに煩わしい手間が発生せず、開催費用は膨大にならない。 
・タイアップとなるため主催者に対し、コロナ感染防止対策を完全にしなければならない。 

企 画 内 容 

提案プラン その1 
 
 



 

 
 
1/開催会場にて本格的な舞台実践。 
・仙台市内の有料施設を利用し、中程度の舞台イベントを開催。 
 舞台装飾から、照明・音響の仕込み、リハ～本番、撤去までを一気に時間をかけて実践、
屋外開催となる場合は基礎ステージ造作、照明イントレ・トラス設置なども取り入れ、 
本格的な舞台イベントの造作体験をしていただく。 
・1日 1回の開催とし、ステージショーは 30～45分程度で進行できるものとする。 
・参加人数を 20～30 名程度とする。 

 

2/企画展開(予定案) 

・大道具・照明・音響資材の搬入～仮設ステージ基礎組～ステージ上物仕込み 

   ①.会場搬入口より実際に各種資材を車輌より降ろし 

      ……大道具・照明音響機材などの名称確認、上手・下手の位置確認 

②.仮設ステージの基礎組・照明イントレ(トラス)などの仕込み 

      ……組立資材の名称・構造・仕掛けをレクチャー 

   ③.ステージ上物の仕込み及び照明演出の仕込み風景、音響テスト 

……各部門の専門用語、設置方法についてレクチャー 

・リハーサル～本番 

①.可能であればステージショー(無観客)を開催 
   ・住みます芸人などを活用、当協会の開催に関する大義名分に賛同して 

いただきノーギャラで対応していただく。 
     ・発表の場を必要としているグループ、団体を募集する。 
      リハなどに協力いただくため参加料金は無料とする。 

  ②.リハ・本番時の転換、引枠の出し入れを実演し、緊張感を感じていただく。 

・撤去～搬出   

①.各部門の撤去作業体験(危険作業は回避)～ステージ基礎解体 
・段取り及び工程などを都度説明し質疑にも回答。 
②.搬出、車輌積載体験 
・段取り及び工程などを都度説明し質疑にも回答。 
 
 

 

 

 

提案プラン その2 
 
 



 
 
 

1/仙台市内の公共ホール・ライブハウス 

         ＊メリット  ：実会場での開催により、本番に近い雰囲気の体感が可能。 
            コロナ感染防止対策が容易である。 
         ＊デメリット：会場費用発生及び参加人数の制限。 

2/仙台市内の公共展示場 

候補：国際センター展示棟/卸町サンフェスタ/演劇工房 10BOX 
夢メッセ西館または会議棟 
＊メリット：本格的なステージ造作が可能。 

              参加人数の制限不要。 
         ＊デメリット：会場費用発生。 
            開催する会場よってはコロナ感染防止対策が困難である。 

3/仙台市内の屋外無料施設 

候補：仙台市民広場/仙台地下鉄「国際センター駅」前の大型駐車場？ 
郊外型商業施設の駐車場/(株)フォーバックス 敷地内 
＊メリット  ：利用料金はある程度抑えられる、または無料となる可能性が高い 

中程度のステージ造作が可能。    
       オープンスペースとなるため第3者に対する露出度は高い 
＊デメリット：利用する会場によっては管理者側から一定の条件を強いられる可能

性がある。 
コロナ感染防止対策が困難である。 

 
 
 
 
1/後援及び協賛社名義の取得活動。 

2/宮城県・仙台市・教育委員会及び行政機関の協力体制申請。 
  ・施設利用料金の減免 
  ・助成金または補助金などの申請 
3/参加費用徴収の設定。 

4/ YouTube などを用いた SNS 情報発信。 

5/各メディアへの情報発信。 

6/ 

7/ 

8/ 

実施会場予定 

懸 案 事 項 


